

















大学事務組織との信頼・協力関係から成り立つ館員の地道な移管・廃棄作業によって、法人文書の管理機関としての運用を実現させている。広島 や他の国立大学等の文書管理担当者向けの研修も行われてきた 第二の特徴は、初代学長森戸辰男氏関係資料（森戸辰男記念文庫） 、第二次世界大戦後の広島の平和運動に する個人文書（平和学術 広島大学の前身校 一つである広島高等師範学校卒業の小説家・梶山季之関係資料（梶山季之文庫）等を収蔵する大学史資料室を設置し、収集アーカイブズとしても機能してい 点であ 。　
一方、熊本大学文書館は六十年史編纂事業の過程で設立された館で
あり、年史編纂事業において収集された資料が収蔵資料の中心となっている。館の主な目的は、 熊本大学の歴史を伝える学内 様々な記録、本学教職員や卒業生の保有する資料、地域に関する資料等の収集・保存・公開であ 熊本大学では各事務組織が法人文書管理を行っており、熊本大 文書館はその実質的な管理に携わ ことはでき いないが、法人文書管理に関わる調査研究を通した 適切な 運営への寄与を設置目的 掲げている。このことから 研修では、第一
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に熊本大学文書館を特徴づける大学史資料や地域に関する資料の収集と分類体系の構築を今後どのように行っていくべきか ついて学ぶこと、第二 大学法人 管理のひとつの将来的な手本として広島大文書館のノウハウを学ぶことを目指した。研修内容　
五月一四日 （月） に事前研修として広島大学文書館見学を実施した。












して人々 どのよ に考え動いたのか、その過程で生成された多様な記録からストーリーを紐解くことができる想像と創造の場でもある。また、小池館長による講義で学んだように 地域や家族 「モニュメント」として親しい人々の記憶 呼び起こし、自己のルーツを検証する場でもある。大学文書館は組織の記録を残 職務の検証を することを目指す 同時に、大学と地域 関係 示す場であらねばならない、今回の研修でこのようなことを考えさせられた。最後に 少人数の研修をアットホームな雰囲気で受け入れてくださっ 広島大学書館の皆様に御礼申し上げ い。国立大学文書館間の初の協定として先駆的な事例になるべく、大学アーカイブズ業務 合理化 高度化に向けて協力し日々の業務を行っていきたい。【謝
　
辞】
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1 広島大学文書館入口
2 公文書室業務実務研修（担当：村上氏）
3 収蔵庫案内（担当：髙杉氏）
4 公文書管理に関する講義（担当：小池館長）
5 保存箱作成実習
6 研修集合写真 
　 （左から髙杉氏、香室、小池館長、村上氏）
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